超 シ ンプ ル ,。 手のひら サイ ズ の 
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本 誌 2004 年 6 月 号 で 発表 し た 
「 FET 駆動 に よる 300B ア ンプ ]」 
は , 従来 の 真空 管 駆 動 に よる アン プ 
に 比べ , 製作 容易 な 電圧 増幅 部 で あ 
りな が ら 。 300 B シン グル その も の 
の 音色 を 引き 出し , 厚み と 瞬発 力 を 
持っ た 音 で 。 音楽 を 再生 し て くれ ま 
革 だ 9 

そこ で 今回 は 前 記 の アン プ の 要 
素 技術 と これ まで 発表 し て きた アン 
プ の 要素 技術 / ノ フウ ハウ と を フル に 
活用 し て 。 シ ンプ ル で さら に スト レ 
ー ト な 増幅 動作 と , 製作 の 容易 さ の 
実現 を 両立 する , 超 スト レー ト ・ ア 
ンプ の 設計 に トラ イ し まし た . 

安価 な 部 品 に よる 非常 に シン プル 
な 構成 の “手のひら サイ ズ "” の アン 
プ で あり な が ら , 再生 され る 音楽 が 
すばらし い , 目 と 耳 を 疑っ て し まう 
微小 出 カ アンプ を 製作 で きま し た . 
この アン プ の お も な 特長 は , 

(1) FET 差 動 1 段 増 凡 

(2) 無 帰 本 

(3) 手のひら サイ ズ 
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アン プ を 
一 池田 答 弘 古 


と な り ま す . 

(1) FET 差 動 1 段 PP アン プ 

第 1 図 の 「FET 駆動 300 B ア ン 
プ | で は , 300 B を 駆動 する High 
gn( 相 互 コ ンダ クタ ンス )/ High P。( 許 
容 損失 ) FET 差 動 増 由 回路 が , デバ 
イス 特有 の 味 を 付け る こと な く , 入 
力 信号 を 素直 に 増 貴 し て くれ る こと 
を 確認 し まし た . また , 1990 年 9 月 
号 , 91 年 3 月 号 / 8 月 号 , 93 年 12 月 
号 , 95 年 1 月 号 で 発表 し て きた 対 ア 
ー ス 増幅 型 PP アン プ (第 2 図 で 
は , 1 段 頑 上 と いう 電圧 増幅 段 仕様 
が , 増幅 機能 と し て 単純 で 理想 的 な 
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< 第 1 図 > 今年 6 月 号 で 発表 し た FET ドラ イブ 300 B アン プ の 回 中 本 


回 路 方 式 で ある こと を 確認 で きま し 
だ 。 

こう し た 結果 か ら ,。 今回 は , High 
gn/High P。・FET 差 動 増 由 回 路 の 
出力 に 。 スピ ー カ を 駆動 する た め の 
イン ピー ダン ス 変 換 器 で ある 出力 ト 
ラン ス を 接続 する と いう , 極め て 単 
純 な 構成 と し まし た . 第 3 図 に 基本 
回 路 構成 を ん 示し ます . 

FET 入力 に より 入力 コン デン サ 
を 廃止 する こと が で き 。,。 増幅 回 路 と 
し て は , FET 2 個 と PP タイプ の 
出力 トラ ンス だ け と いう 単純 極 ま り 
な い 構 成 と な っ て いま す . 

(2) 無 帰還 アン プ 

この アン プ は , 差 動 入力 の た め 無 
帰還 , 負 帰 量 の いずれ か が 設定 可能 
な 回 路 と し て いま す が , 6 月 号 の 
FET 駆動 300 B アン プ で 確認 し た 
結果 や 。 これ まで 製作 し た 出力 トラ 
ンス 付き アン プ の 試聴 結果 か ら , 出 
力 ト ラン ス を 用 いる アン プ は 無 帰 本 
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第 3 図 〉 
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第 1, 2 図 の 経験 NFB 
か ら 考 えた 今回 ア 
ンプ の 基本 構成 合 
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の 方 が 音楽 再生 に お いて 好ま し い 傾 
向 に ある よう な の で , 今回 の アン プ 
も 無 帰還 方 式 で 設計 ・ 製 作 す る こと 
所 し まし た 。 

(3) 手のひら サイ ズ 

CD プレ ー ヤ 。 MD プレ ー ヤ , 
HDD プレ ー ヤ , Flash ROM プレ 
ー ヤ な どの 各種 デジ タル ・ メ ディ 
ア ・ プ レー ヤ の 小型 化 に より , 音楽 
が 身近 に 気軽 に 扱え る も の と な り , 
これ ら の 小型 デジ お タル ・ プ レー ヤ が 
音楽 再生 装置 の 主流 に な りつ つ あ り 
ます . こう し た ソー ス を 再生 する た 
め の ア ンプ も , 小型 で ある 方 が 望ま 
し い 傾 向 に ある と 考え ます . 

わた くし が 参加 し て いる "関西 ・ 
手作り アン プ の 会 " で も , 手のひら 
サイ ズ 真 空 管 アン プ な ど , 小 出 力 な 
が ら 通 常 試聴 音量 レベ ル で 優れ た 小 
型 ア ンプ の 製作 や 音 比 べ が , ちょ っ 
と し た ブー ム と な っ て いま す . 

この 状況 も 手伝い 。 この アン プ も 
小型 デジ タル ・ プ レー ヤ の 大 き さ に 
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< 第 2 図 > 
対 ア ー ス 増幅 1 段 
PP は 増幅 回 路 と し 
て は 理想 的 


イン ビー ダン ス 変 換 


合う , 手のひら サイ ズ の アン プ を 目 
指し まし た . 入力 も , 小型 デジ タル * 
プレ ー ヤ の 出力 端子 と 同様 の , ステ 
レオ ・ ミ ニ ジ ャ ッ ク 端 子 と し , 小型 
化 と 扱い や すさ を 図り まし た . 


回 路 の あら まし 


第 4 図 >.。 この アン プ の 回 路 図 を 
示し ます . 

初段 は デュ アル FET:2SK 
146(V ラン ク ) に 入力 され ます . FET 
の 負荷 に は 出力 トラ ンス の 1 次 側 を 
接続 し て いま す . 出力 トラ ンス に は , 
一 昔 前 の トラ ンジ スタ ・ ラ ジオ で よ 
く 使 用 きれ て いた 山水 ST-81 を 使 
用 し まし た . 初段 FET の 共通 ソー 
ス 側 に は Tr に よる 定 電流 回 路 を 接 
続 し 初段 電流 の 安定 化 を 図っ て い 
ます . 出力 トラ ンス の 2 次 側 を 初段 
FET の 片側 に 抵抗 を 介し て 接続 す 
れ ば 人 負 帰 還 を 掛け る こと が 可能 な 回 
路 で す . 

ここ で , 電圧 増幅 段 の 各 素 子 の 電 


流 設 定 値 に つい て , 第 5 図 を 使っ て 
簡単 に 説明 し ます . 最適 電流 設定 値 
を どの 点 に 置く か は , 素子 の 最大 定 
格 に 対す る 余裕 の な い 設 計 を し な い 
か ぎり , 読者 の ポリ シー に 沿っ て 設 
計 を 進め られ た は よい で し ょ う . 
わた くし の 設計 ポリ シー は , 読者 
諸氏 が 各 素 子 の Ip。。 や hi。 等 を 測 
定 し な く て も , 指定 ラン ク の 素子 を 
使用 し て この と お り 製 作 す る だ け 
で 。 失敗 な し に , ここ に 発表 する レ 
ベル の 特性 と 本 機 独特 の 超 ス トレ ー 
ト な 音楽 再生 能力 を 実現 し て いた だ 
く こ と で す 。 こ うし た ポリ シー に 基 
づい て 電流 値 を 決定 し て いま す . 
初段 に お ける 直流 関係 の 近似 値 は 
下記 の よう に な り ま す . 
215 
(MM 
jp :Q1, 2 の 各 ド レイ ン 電 流 
最初 に jp の 目標 値 を 決め ます . 初 
段 の 電流 値 で スピ ー カ を 駆動 する 
た め の 供給 電流 の 限界 値 が 決定 され 
ます 。 し た が っ て , 多く 流し た 方 が 
出力 の 点 で 有利 と な り ま す . V ラン 
ク Ips。 に バラ ツキ が ある た め 。 下 記 
の 設定 と し ます . 
jp 三 Ipss mmー14(mA) 
(ss 。・ V ラン ク In。。 最小 値 ) 
と し ます . 1。 三 28mA な の で , 
R。=(Vz 一 Vi。)/1。 
(5.1 一 0.65)(V)/28(mA) 
三 161(Q)330//330(Q) 
V。 : MA 4051 M ツェ ナー 電圧 
KO ・ エ ミッ タ 電 圧 
と な り ま す . 2SK 146 V の 最大 ゲ 
ー ト ・ ド レイ ン 間 電圧 は 40 V で す 
めで り 定格 内 で す . 損失 P。 は 。 つき 
の よう に な り , 
P。 三 Vp・jm テ 28X14 
ー392(mW ) 
(V ゎ : Q1 ドレ イン 電 圧 ) 
最大 許容 損失 600 mW (Ta= 
25*C) に 対し , 余裕 が あり ます . 
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< 第 8 図 > ひずみ 率 特性 
MD-M 20, スピ ー カ ALTEC 405- 


8 耳 (自作 パ スレ フ )。 ま た は 
JBL 4343 A 改 造 . この アン プ の 音 
質 は , 3 極 管 PP アン プ を 思わ せる 
傾向 で す . 広帯域 周波 数 特性 , 大 出 
力 の 現代 アン プ に 比べ , 8 Q 抵抗 負 
荷 で の 低 周波 特性 が 劣る 微小 出力 ア 
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則 

唱 川 較 
骨 則 
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II 
SINSIKSINI 


LT 1 に ュー ーー サ 2A や ET 

ak ZSU2037 ーー | 。 9 セー 

ウナ ー ダ イート |MA4051M | 1| | 松下 

導電 。 IS047W で 北 4| =ー 店 ニム 

手 抗 。 1Ok14W | 引 、 人 拓 -= ム ーー] 

出力 トラ ンス |ST-81 | 2lik/8:PP タ イプ | 山水 | 

IEED |SLR-54VR | 1  、 、 |- ム | 

隊 衝 NE 【 人 凡 っ 上 っ Al 

電解 コテ テッサ |2200u35V | 205C | 欠 下 | 

整 注 ダ イオ ー ド ID1N | 4| | 断 電 元 | 

電源 トラ ンス |100VZ20-0-20V| 1| 、 、 | 、 | 

ヒュ ー ズ BOX |250V10A | 1| jlEpK | 

ケー ス | ] 1 宙 3Orossmm jFUJU | 

| ス 2 テレ ボ = 端子 | | 1 入力 用 に <YrLE-I 

ISP 里 子 。 | 、 | 守 トー パー ッ ] 

スペーサ |25mm | 2| 基 板 固定 用 に だ た ャ r 和 Eー| 。 表 
日 ム ブッ シュ | | il に SW 世 粧 | ご 、 ニ ッッ ノン 
AC コ ー ド |125A10A | 1 電源 用 | | "oo 
線材 |UL1617AWG22 | 適当 | 一 次 用 | オー ナン バ パ | の 部 品 一 覧 表 
線材 |UL1007AWG24 | 適当 | 二 次 用 オー ナン バ 


ンプ で す が , 信じ られ な い ほ どの 音 
の 瞬発 力 が 感じ られ ます . も うち ょ 
っ と 低 域 部 に 厚み が ある と さら に よ 
ゅ い ので す が , トラ ンジ スタ ・ ラ ジオ 
用 出力 トラ ンス か ら 出 力 さ れ て いる 
音 と は まっ た く 想 像 も つか な い 再 生 
音 で す . 安価 な 外観 と 再生 きれ る 音 
楽 の ミス マッ チ か ら , 目 と 耳 と を 疑 
つ " 夢 NVA ます 。 

低 域 部 の 不足 を 聴感 上 あま り 感 じ 
な い の は 。 抵抗 負荷 の 場合 は 低 域 に 
お いて イン ピー ダン ス が 一 定 の た 
め , 電圧 振幅 が 低 域 で 減衰 し て し ま 
いま す が , スピ ー カ 負荷 の 場合 一 
般 に スピ ー カ の イン ピー ダン ス が 
f。 に 向け て 上 昇 し ます か ら 。 電圧 振 
幅 は 増大 する 傾向 と な り , 補間 する 
方 向 に 働き ます . その た め ,。 ス ピー 


周波 数 (Hz) 
< 第 9 図 > 無 帰還 な の で 出力 トラ ンス の 特性 が その まま 出 て いる 
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出力 トラ ンス 


< 第 7 図 > アー ス ・ ラ イン の と りか た 


カ で の 試聴 で は , それ ほど 低 域 が 減 
衰 す る こと な く 聴 こえ る も の と 考え 
ます . 0.1 W 弱 の 微小 出力 アン プ で 
す が , 自宅 で の 通常 の 聴取 レベ ル で 
は パソ ワー 不足 は 感じ ませ ん . 

いずれ に せよ ,。 この FET 差 動 1 
段 PP ア ンプ は 無 調整 で 容易 に 製 
作 で きる 超 シ ンプ ル な アン プ で あり 
な が ら , 市 販 ア ンプ で は 絶対 に 味 わ 
うこ と の で き な い , 目 と 耳 を 疑っ て 
し まう ほど の 超 ス トレ ー ト な 音 を 体 
感 で きる アン プ で す . 

比較 的 朗 価 な 部 品 で , 部 品 点数 も 
少な く , 非常 に 簡単 に 製作 で きま す 
の で 。 ぜ ひこ の アン プ で 音楽 を 再生 
し て みて くだ さい . いま まで の オー 
ディ オ に 対す る 考え か た を 見 つめ 直 
す 機 会 を 与え を て くれ る と 思い ます . 
予算 に 余裕 の ある か た は , 出力 トラ 
ンス に オー ディ オ 用 の 特性 の よい も 
の を 使用 3 れる の も お も し ろ い で し 
よう 。 

本 装置 に つい て の ご 質問 ・ ご 意見 
の ある 方 は , 下記 の 電子 メー ル ヘ メ 
ッ セ ー ジ を お 送り くだ さい >。。 また 。 
下記 ホー ム ・ ペ ー ジ に お いて も これ 
まで 発表 し た 装置 等 の ご 紹介 を させ 
て いた だ いて いま す . 皆様 の アク セ 
ス や メッ セー ジ を お 待ち し て いま 
まま >。 

象 ホ ー ム ・ ペ ー ジ 
http://WWw.geocities.co.jp/ 
Technopolis-Mars/4871/ 

念 電 子 メ ー ル 


seychelle777@hotmail.com 
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